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スローガン

全社一丸・同友会一丸で
人を生かす経営の
総合実践に取組み
この激動の一年を
突破しよう！

◇同友会理念◇
⃝同友会3つの目的⃝
良い会社をつくろう
良い経営者になろう
良い経営環境をつくろう
この目的実現に向けて
「地域社会と共に歩む」
中小企業の自覚をもち
「自主・民主・連帯」
の精神で企業経営と
会運営を行うことです。
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　７月10日（木）・11日（金）、中小企業家同友会全
国協議会の第46回定時総会ＩＮ新潟が開催。全国47
同友会と中同協、来賓を合わせて1106名（うち、愛
媛から15名）が参加し、「地域と日本の無限の未来を
切り拓こう！〜エネルギーシフトを中小企業の手で
〜」とのスローガンのもと、学びと交流を深めました。
　全17分科会の内、第11分科会は愛媛同友会が担当。
「地域に根ざす条例運動の鍵は、産学官連携！　〜東
温市と松山市の中小企業振興基本条例の制定と実践
〜」をテーマとするパネルディスカッションでした。
参加人数は約50名でした。
　懇親パーティーでは、これからの愛媛同友会が設
営する全国大会のＰＲも行いました。四国４県の皆さんも一緒にステージに上がって
いただき、竹村義則さん（広報情報化委員長）と本田美紀さん（広報情報化委員）が、
今年10月23日（木）・24日（金）の全国広報情報化交流会を、杉本太一さん（障がい
者委員）が来年10月22日（木）・23日（金）の障害者問題全国交流会をＰＲしました。
※中同協全国総会、または分科会に関して、Ｐ７に掲載しておりますのでご覧ください。
　また、愛媛同友会が担当した第11分科会の詳細に関しても別冊として作成していま
すので是非ご覧ください。

　文責：伊井　達哉（愛媛同友会　事務局員）

中同協全国総会第11分科会
「地域に根ざす条例運動の鍵は、産学官連携！」
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こ
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め
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が
迫
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、
ど
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が
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。
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史
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。
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み
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、
開
け
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こ
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、
身
に
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く
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あ
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▼
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ザ
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。

「
進
み
な
が
ら
強
く
な
る
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り
に
こ
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わ
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苦
し
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た
若
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を
思
い
出
し
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し
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ぺ
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主
義
者
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な
っ
て
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進
も
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と
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と

▼
人
生
も
、
そ
れ
に
通
じ
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語
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自
他
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長
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進
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す
。
そ
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う

と
再
生
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道
を
歩
ん
で
い
る
私
の
友
人
も
同
じ
体

験
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し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。「
強
く
な
っ
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か
ら

進
む
」
よ
り
、「
進
み
な
が
ら
強
く
な
る
」
生
き
方

も
あ
り
ま
す
。（
鎌
）

愛媛同友会が担当し、
約50名が参加
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松山支部・伊予松前支部合同７月例会

　堀田真奈さんは、お勤めをされているときに、出
産、育児を経験されて毎日が慌ただしく追われるよ
うな日々を過ごしていたそうです。出逢った経営者
から「みんなに平等にあるのは時間なんだよ。」と
いわれ自分の時間の使い方、働き方を変えたそうで
す。夫も家事を手伝ってくれるようになり、女であ
る自分が家事をしないといけないと思って何もかも
抱え込んでいた事に気が付きます。家庭も夫とチー
ムで進めていく事が大事だと改めて気が付いたそう
です。
　いろいろな企業の方と出会う中で、人が働く環境
は多様化しているのに昔ながらの雇用形態で、働く
人が楽しめていないような気がして、そんな中か
ら現在の事業を立ち上げるきっかけとなったそうで
す。特に力を入れているのが「女性の活躍」です。
　これから人口減少していき労働人口も減ってく
る。介護のために仕事をやめなければいけない人も
増えている現状があるとのことでした。地方の中小
企業が今後気にしなければいけないことは、愛媛県
の労働人口が2030年から不足に転じる事。すでに労
働者不足は、始まっている。大手も新卒の採用に力
を入れている。
　働く女性の６割が一人目の子供が生まれた段階で
仕事を辞めてしまうそうです。
　結婚、出産、育児は決してマイナスではなく経験を
積むことによってお客様のニーズに答えられるよう
になる。経営者は、女性が結婚、出産、育児で培っ
てきたノウハウをどれだけ引き出してあげられるか
が大切ではないか。
　もしかしたら経営者の中に出産、育児はマイナス
だという固定概念があるのではないか。決してそれ
はマイナスではないと経営者が発信していかなけれ
ばいけない。
　ワークライフバランスや女性の活躍というのは、
大企業だからできるわけではなく、経営戦略と捉え
ると中小企業の方がはやく進むことが出来るそうで
す。
　大事なことは、自分の会社はどこに課題があるか
気が付くことが大切だと教えて頂きました。
　堀田さんの報告のあと、座長の本田美紀さんの掛
け合いでグッと内容が深まった例会になりました。
　寄稿：今村　暢秀さん（㈱世起／伊予・松前支部）

中小企業がコストをかけずに社員のモチベーションを高める方法とは？
～人を生かす経営の入口は女性活躍推進から～

●と　き／７月17日㈭　　●参加人数／50名
●ところ／松山市総合コミュニティセンター

■報告者　堀田 真奈 氏
　NPO法人ワークライフ・コラボ　代表理事　
　（愛媛県中小企業家同友会　松山支部第２地区会会員）

東温支部７月例会

　当日は、創立時に愛媛同友会を取り巻いていた
空気感、次に愛媛同友会の先進性である「産・学・
官・報」連携による企業経営支援について、続い
て、条例づくりの『定石』である『調査・条例・
円卓会議』をふまえて作成された２つの条例であ
る東温市中小零細企業振興基本条例と全国で初め
て『中小企業家同友会』が条例文の中小企業関係
団体に定義づけられた松山市中小企業振興基本条
例、等々の背景について報告しました。
　特に、全事業所調査を実施した結果をふまえ『零
細』の名称を条例に入れたことと条例づくりの原
動力が東温支部の支部理念（「私たちは同友会の学
びを糧に、社員の笑顔を一番の宝物と考え、地域
に愛される企業を創る事ことを目指します。）は東
温支部の先進性であり誇るべき点と指摘。
　最後に、愛媛同友会の原動力は、「労使見解」の
精神に基づく経営指針の確立を通して社員教育を
行い、求人活動を行う『人を生かす経営』であり、
産学官報の連携の求心力も『人を生かす経営』で
す。因みに、土台が会員みなさんの同友会運動を不
離一体とした経営活動であり、その上に産学官報
の連携があると自らの同友会運動と共に歩んでい
る経営実践を通して報告。究極は、『人』であり、
同友会の目的である『よい経営者』になることが
大切ではないかと提起して報告を結びました。
　参加された皆さんは、改めて同友会運動が企業
経営に役立ってきたのか。社会からアテにされて
きたのか。同友会の存在意義をについて共に確か
め合った例会となりました。

　寄稿：鎌田　哲雄（愛媛同友会　専務理事）

どうして同友会でなくてはならないのか？
私たちにとって同友会の存在意義とは？

～愛媛同友会の 29 年の歩みから学ぶ、人育て、
   企業づくり、地域づくりの戦略と到達点～

●と　き／７月22日㈫　　●参加人数／14名
●ところ／東温市商工会館

■報告者　米田 順哉 氏
　NPO法人家族支援フォーラム　理事長　
　（愛媛県中小企業家同友会　理事・中小企業憲章・
　条例本部長、松山支部幹事長）

グループ討論の様子 報告者の堀田真奈さん 開会挨拶をする篠原治行支部長
左から、座長の藤岡貞雄さんと
報告者の米田順哉さん
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今治支部７月例会

　EVENTOSは今年創業
28年を迎え、各種宅配パー
ティー、ケータリングサー
ビス、洋食料理飲食店経営
など様々なことにチャレ
ンジされています。今回、
飲食業から食のエンター
テイメント業への進化の
道のりを報告していただ
きました。
　大学卒業後、地元の私学学園に3年ほど勤務され、
退職の後イベント企画会社を設立、ケータリング
サービスを始めたところ、バブル崩壊が追い風とな
り、事業を拡大していきました。しかし、その後、
業績が徐々に下降していきます。
　ある社長の一言から、自分には「理念」と「ビジョ
ン」がなかったことに気づき、一旦リセットし「理
念」と「ビジョン」をしっかりと決め、現在は「食
のエンターテイメント業」として今までの一般的飲
食業からさらに発展し、農業、農産物の加工と流通、
農村活性化と飲食業の新しい連携の仕組創りへ挑戦
されています。例会時に頂いたEVENTOSのパンフ
レットの表紙には「10年後のビジョン」が絵で表さ
れており、ビジョンがわかりやすく一目で伝わって
きました。常に前向きで、ユーモアのある川中英章
さん。「食のエンターテイメント業」の今後が楽しみ
な報告でした。
　その後のグループ討論では、「付加価値を高めるた
めにどんなことに取り組んでいるか」といったテー
マで行われました。各グループで活発な意見交換が
なされ、大変有意義な時間を過ごすことができまし
た。
　報告者の川中英章さん、座長の原初さん、ありが
とうございました。
　寄稿：黒川　洋輔さん（㈲キャンパス／今治支部）

付加価値を高める取組み
～お腹を満たす仕事でなく、心を満たす
食のエンターテイメント業を目指して～

●と　き／７月23日㈬　　●参加人数／14名
●ところ／ホテルクラウンヒルズ今治

■報告者　川中 英章 氏
　㈱EVENTOS　代表取締役　
　（広島県中小企業家同友会　求人社員教育委員長）

四国中央支部７月例会

　 岩 本 浩 一 さ ん
は、社会保険労務
士の試験に合格し
たのちに事務所を
開業しました。開
業時は、経験も無
く苦労を重ねてき
ましたがそれも本
人にとって良い経
験となり、現在に
至ります。
　今回の例会では、岩本さんの資格を活かし就業
規則がいかに大切かを報告されました。例えば、社
員の通勤時に事故があった時に、その社員が保険
に入って無かった際は会社としても責任を問われ
る事があるので、就業規則を疎かにせず、細かい
部分まで精査しておく必要があり、最近はネット
上で作られているテンプレートを使用していると
ころがあるので注意すべき点です。と就業規則に
落とし穴があるので、是非見直してみましょうと
いった報告でした。
　また、厚生年金の算出方法を計算しながらの実
務向けの報告でした。
　普段、なかなか会社の中の細部にまで手が届い
ていない方などには見直すきっかけになる良い報
告でした。参加している方々も、なるほど・・・と
声を出しながら計算したり、就業規則に関して意
見交換を交わしたりしていました。
　寄稿：前田　和美さん（はいねっと㈱／四国中央支部）

生き残るための就業規則について

●と　き／７月29日㈫　　●参加人数／20名
●ところ／ホテルグランフォーレ

■報告者　岩本 浩一 氏
　岩本社会保険労務士事務所　代表　
　（愛媛県中小企業家同友会　四国中央支部会員）

報告者の川中英章さん

グループ討論の様子

左から、報告者の岩本さん、
座長の中泉輝彦さん
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会員掲示板
○企業変更
会　員／続木　満豊（四国中央支部）
新企業名／ネクストリー・アルファ・デザイン 代表
住　所／〒799-0404　四国中央市三島宮川４丁目9-57
電　話／0896-77-4251
ＦＡＸ／0896-77-4380　

○役職変更・改姓
会　員／良野　良治（旧姓 的場）（松山支部第３地区会）
企業名／スマイルフード㈱
専務取締役から代表取締役社長に就任されました。

○企業名変更
会　員／吉永　妙（松山支部第３地区会）
旧企業名／ＤＡＬＩ
新企業名／㈱えにし
住　所／〒790-0001　松山市一番町1-6-6　ING-R1 203

⑳

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
義
務
化
法
案
成
立
」

（
仮
）
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
塾

代
表
理
事　

村
　
松
　
つ
　
ね

　
過
労
か
ら
う
つ
病
を
発
症
し
休
職
の
診
断
書
が
出
て
、
ゆ
っ
く
り
休
む
よ
う
に
言
わ
れ
た
人
が
一
番
困
る
こ
と
は

何
だ
と
思
い
ま
す
か
。
そ
れ
は
「
休
み
方
が
わ
か
ら
な
い
」
で
す
。
朝
か
ら
夜
ま
で
働
い
て
、
家
に
は
寝
に
帰
り
ま

た
仕
事
・
・
・
。
そ
ん
な
日
々
か
ら
突
然
離
れ
て
「
家
で
休
養
」
と
言
わ
れ
て
も
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
の
で
す
。

　
休
職
中
の
人
の
相
談
の
中
で
多
い
の
が
「
ど
う
や
っ
て
過
ご
し
た
ら
い
い
で
す
か
？
」「
仕
事
の
こ
と
ば
か
り
考

え
、情
け
な
い
気
持
ち
や
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な
り
、休
ん
だ
気
が
し
ま
せ
ん
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。
実
は
、

休
職
開
始
と
同
時
に
療
養
と
自
宅
リ
ハ
ビ
リ
が
開
始
す
る
の
で
す
が
、
病
院
で
は
薬
は
出
て
も
「
リ
ハ
ビ
リ
の
話
」

は
な
い
よ
う
で
す
。

　
で
は
、「
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
」
と
「
再
発
予
防
の
た
め
の
準
備
」
を
休
職
中
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
『
う
つ
病
と
は
何
か
』
を
知
る
こ
と
で
す
。
自
分
は
ど
う
し
て
発
症
し
た
の
か
と
い
う

こ
と
の
学
び
が
大
事
で
す
。「
あ
ぁ
～
、
自
分
の
こ
こ
に
原
因
が
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
気
づ
き
が
な
く
て
は
、「
何

を
ど
う
す
れ
ば
よ
く
な
る
の
か
。
再
発
を
予
防
す
る
た
め
に
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
な
の
か
」
が
、
自
分
事

と
し
て
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
心
理
教
育
と
い
い
ま
す
。

　
同
じ
よ
う
に
「
効
果
的
な
う
つ
病
予
防
法
」
の
学
び
の
機
会
、
教
育
の
機
会
も
重
要
で
、
企
業
で
実
施
さ
れ
て
い

る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
実
は
心
の
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

よ
い
生
活
習
慣
な
の
で
睡
眠
、
食
事
、
運
動
の
話
が
ス
ト
レ
ス
対
処
法
の
話
と
合
わ
せ
て
な
さ
れ
ま
す
。

　
今
や
10
人
に
一
人
が
う
つ
に
な
る
時
代
と
い
わ
れ
、
そ
の
未
然
予
防
が
経
済

損
失
や
人
材
損
失
を
防
ぐ
上

で
大
問
題
で
す
。
そ
こ
で
こ
の
予
防
を
強
力
に
進
め
よ
う
と
い
う
の
が
、
6
月

に
成
立
し
た
労

働
安
全
衛
生
法
の
一
部
改
正
で
す
。
来
年
の
12
月
か
ら
、
50
人
以
上
の
企
業
で

は
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
自
分
の
心
の
健
康
状
態
を
知
る
き
っ
か
け
を
作

り
、
予
防
に

取
り
組
む
社
員
を
増
や
す
の
が
目
的
で
す
。

　
義
務
化
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、
う
つ
病
の
未
然
予
防
だ
け
で
な

く
、
職
場
環
境
改
善
に
活
用
で
き
る
も
の
が
導
入
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

経
費
の
か
か
る
心
の
健
康
診
断
の
導
入
で
す
。
費
用
対
効
果
を
考
え
、
有

効
に
活
用
し
て
下
さ
い
。「
心
の
保
健
室
」
こ
こ
ろ
塾
が
、
お
役
に
立
て
る

と
嬉
し
い
で
す
。
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　産学官の連携で作り上げ、今年４月に施行され
た、「松山市中小企業振興基本条例」。７月28日㈪、
愛媛大学南加記念ホールで、「松山市中小企業振
興基本条例　施行記念シンポジウム」が開催され
ました。
　主催は松山市、協力団体として、愛媛同友会は
もちろん、多くの団体が名を連ねています。
　当初予定の100名を大きく上回り、130名が参加。
県内他市や県外（香川・広島・岡山の同友会）か
らも参加し、条例と中小企業振興、地域活性化に
ついて学びました。
　
　第１部は、愛媛同友会にも馴染みの深い、植田
浩史さん（慶應義塾大学経済学部教授）の基調講
演。「中小企業振興基本条例と中小企業振興〜中
小企業振興円卓会議のありかたを中心に〜」と題
して、制定した条例を運用する推進組織である円
卓会議のあり方について、お話いただきました。
　
　第２部は、「中
小企業振興基本条
例と地域経済活性
化」をテーマとす
るパネルディスカ
ッション。基調講
演での学びをより
具体的に、語り合
いました。
　以下に報告者の皆さんをご紹介します。

●コーディネーター：和田寿博さん（愛媛大学法
文学部　兼　地域創生研究センター　教授、愛
媛同友会会員）

●コメンテーター：植田浩史さん（慶應義塾大学
経済学部教授）

●パネリスト：山田茂さん（株式会社山田製作所 
代表取締役社長、大東市産業振興市民会議 委員、
大阪同友会会員）、堀田真奈さん（特定非営利活
動法人ワークライフ・コラボ 代表理事、愛媛同
友会会員）、喜安真さん（松山商工会議所　経営
支援課課長）、稲垣徹さん（愛媛県中小企業団
体中央会　総務企画課課長）、米田順哉さん（Ｎ
ＰＯ法人家族支援フォーラム 代表理事、愛媛同
友会会員）、山本一英さん（東温市産業創出課課
長補佐　兼　商工観光係長）、三好貫太さん（松
山市地域経済課主査）

　
　質疑応答では、参加者の三好大助さん（愛媛同
友会会員）、森松千晴さん（愛媛同友会会員企業
である株式会社平野の社員）、鎌田哲雄・愛媛同
友会専務理事から質問が出ました。
　最後には、今回のパネルディスカッションのコ
ーディネーターであり、松山市中小企業振興円卓
会議の座長である和田先生から、「今回はキック
オフ。これから定期的にシンポジウムを開催して
いきましょう」との提案がありました。
　
　愛媛同友会としても、すでに施行された「東温
市中小零細企業振興基本条例」と「松山市中小企
業振興基本条例」が生きた条例となるよう、そし
て県内の他地域でも条例制定運動を進めていける
よう、学びを深めていきましょう！
　

　文責：大北　雅浩（愛媛同友会　事務局長）

「松山市中小企業振興基本条例
施行記念シンポジウム」開催！

産学官連携で作り上げた条例に、
県内・県外から注目集まる

植田先生による基調講演

主催者挨拶をする、
西泉彰雄・松山市副市長

来賓挨拶をする、
柳澤康信・愛媛大学学長
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北　　店／松山市本町５丁目７－７　　　TEL：089－911－0329 ㈹
南　　店／松山市和泉北２丁目３－22　  TEL：089－947－2050 ㈹
市駅前店／松山市湊町５丁目５－５　　　TEL：089－998－2555 ㈹

全てのお部屋、引越費用０円システム好評中 !!

愛媛同友会会員の皆さま
役員変更に関するお知らせ

　去る６月13日㈫に開催した2014年度第３回理事会において、「愛媛県中小企業家同友会規約」第
12条の規定に基づき、代表理事の互選を行いましたので、お知らせいたします。
退任
　大野栄一氏　　　㈱大栄電機工業　代表取締役
新任
　平野啓三氏　　　㈱平野　代表取締役／前　中小企業憲章・条例本部長
　田中正志氏　　　義農味噌㈱　代表取締役／前　増強本部長
　これにより、2014年度は、服部豊正氏と合わせて３代表理事となります。

女性委員会

　女性委員会が企画した講演会です。参加者を募集
していますので是非ご参加ください。
■講　師　喜田　寛 氏
　㈱喜田博総合研究所　代表取締役会長

　1945年兵庫県淡路島に生まれ、1972年に話し方の研
究を行う中で、生き方の原点を求め人間の心の調和を
はかり、独自の自己表現話力講座を提唱されていま
す。
　日本で唯一の話し方を超え生き方を問う「話道」
の世界を確立され、個性を最大限に引き出し、自信
と勇気を与える批評は絶大な支持を得ています。

2014年度　愛媛同友会代表理事
服部豊正氏　　㈱服部製紙　代表取締役会長
平野啓三氏　　㈱平野　　　代表取締役
田中正志氏　　義農味噌㈱　代表取締役

　なお、平野啓三氏と田中正志氏の代表理事就任に伴い、中小企業憲章・条例本部長には米田
順哉氏（松山支部幹事長）、増強本部長には杉本太一氏（松山支部長）が、それぞれ兼任で就
任いたしました。

2014年度　愛媛同友会本部長
人を生かす経営本部長（企業づくり）　　　伊藤俊一郎氏　イトマン㈱　代表取締役
中小企業憲章・条例本部長（地域づくり）   米田順哉氏　   NPO法人家族支援フォーラム　理事長
増強本部長（同友会づくり）　　　　　　   杉本太一氏　   特別養護老人ホーム梅本の里　施設長

「生きる基本」を知る。
　～装飾ではない素の自分をいかに育てるか、全部脱ぎさった根本の自分を成長させませんか～

参加費：おひとり2,000円
会　場：ひめぎんホール別館
　　　　第11会議室
日　時：９月28日㈰
　　　　14：00～16：00
　　　　（13：30開場）

【チケット購入先】
愛媛県中小企業家同友会
事務局
またはNPO法人こころ塾

【問い合わせ】
ＮＰＯ法人こころ塾
村松つね
〒790－0004
松山市大街道３丁目２－
16
Tel：089－931－0702
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弁護士法人
四国の躍進は地域企業と法律家の連携で

愛媛県弁護士会所属　代表弁護士／吉村紀行・和田資篤

☎ 089－907－5601
愛媛県　大洲事務所

たいよう

☎ 0893－59－0353
愛媛県　松山事務所

中小企業家同友会全国協議会　第４６回定時総会ＩＮ新潟

　2014年７月10日㈭・11日㈮に中小企業家同友会全国協議会　第46回定時
総会IN新潟が開催されました。全国47同友会と中同協、来賓を合わせて
1106名（うち愛媛から15名）が参加し、「地域と日本の無限の未来を切り拓
こう！〜エネルギーシフトを中小企業の手で〜」とのスローガンのもと、
学びと交流を深めました。
　全17ある分科会（うち２つは見学分科会）の中の第11分科会を愛媛同友
会が担当しました。「地域に根ざす条例運動の鍵は、産学官連携！　〜東
温市と松山市の中小企業振興基本条例の制定と実践〜」をテーマとするパ
ネルディスカッション形式で、参加人数は約50名でした。
　最後に、座長の米田さんから、
　第一は、条例制定は実態調査、条例、推進組織の３点セットで、いわゆる「定石」で進めていくことが必要
であるということ。
　第二は、「人を生かす経営」の実践をする人は、雇用を通じて地域づくりの最小単位を担っている人だとい
うこと。つまり、「人を生かす経営」を実践している人はすでに地域づくりに取り組んでいるということ。そ
して実践する人を増やしていくことが、仲間作りであり、同友会作りであるということ。それでも突破できな
い社会的制約や政治的制約を突破する仕組みづくりが、条例制定運動であるということ。
　第三は、産学官連携も条例運動も、プロデュース機能が必要であり、それを担うのは同友会、事務局長であ
るということ。
　第四は、「人を生かす経営」は産学官連携の土台であるということ。それがあるから、「学」も「官」も同友

会を信頼してくれるということ。
　第五は、円卓会議の運営は行き詰まり勝ち。その時には円卓会議を広域
化することで突破の可能性が見えてくるということ。
　第六は、同友会はフリー円卓会議で円卓会議を支える責務があるという
こと。
　と、まとめられ、第11分科会を締めくくりました。
　
　第11分科会の詳細はを別冊として作成していますので是非ご覧ください。

　文責：伊井　達哉（愛媛同友会　事務局員）

第１１分科会　「地域に根ざす条例運動の鍵は、産学官連携！
　　〜東温市と松山市の中小企業振興基本条例の制定と実践〜」

■コーディネーター：米田順哉さん
　ＮＰＯ法人家族支援フォーラム　理事長／愛媛同友会理事　中小企業憲章・条例本部長
　パネリスト：和田寿博さん　　愛媛大学法文学部教授（愛媛同友会会員）
　パネリスト：藤岡貞雄さん　　藤岡萬建設有限会社　代表取締役／愛媛同友会　東温支部幹事
　パネリスト：鎌田哲雄さん　　愛媛同友会　専務理事
　パネリスト：三好貫太さん　　松山市地域経済課中小企業支援担当
　記録：大北雅浩　　愛媛同友会　事務局長

左から三好さん、藤岡さん、米田さん、
鎌田さん、和田先生、大北さん

第11分科会の様子、
約50名が参加しました
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201４年度_愛媛同友会　第５回理事会　議事録
　　　　　　　【日　時】　２０１４年８月８日㈮　18時30分～21時　　　　【会　場】　アイテムえひめ
　　　　　　　【出席者】　19名			   【委任状提出】　15通
　　　　　　　【議　長】　伊藤　俊一郎		  【議事録作成者】　大北　雅浩

開会挨拶：平野啓三

　この間の雨で、今治の「おんまく」も一部の行事
が中止になるなどの影響が出ています。経済的にも
打撃でしょう。地球環境の変化、悪化への対策も必
要です。弊社では社内会議でBCP（事業継続計画）
の策定に取り組もうとしています。そのために必要
なのが、やはり経営指針を成文化して自社の経営課
題を明確にすることです。厳しい時だからこそ、同
友会運動の王道を進んでいきましょう。
報告・承認事項

＜報告事項＞
１）各支部・各委員会からの報告が、各担当者から

ありました。
２）全国・他団体行事の報告が、事務局からありました。
　　　７月28日に徳島同友会西支部例会で報告者を務め

た本田美紀さんから、感想を発表いただきました。
３）松山市中小企業振興基本条例施行記念シンポジ

ウムの開催報告が、平野啓三 代表理事からあり
ました。

４）全国広報情報化交流会in愛媛の企画について、事
務局から報告がありました。

　　　７月25日の中同協広報委員会で提案した愛媛
同友会案が承認されました。現在、中同協に分
科会報告者の人選を依頼しています。

５）第42回青年経営者全国交流会in奈良への参加確認
が、事務局からありました。

６）ＢＢＳ及び同友会大学の参加確認が、渡部伸哉・
社員教育委員長からありました。

＜承認事項＞
１）入会・退会の承認・・・第５回理事会までの入会・

退会について事務局から報告があり、承認しま
した。

２）役員研修の日程変更について事務局から報告が
あり、承認しました。

　　　８月29日㈮・30日㈯の合宿を予定していまし
たが、延期します。

３）第４回経営フォーラムの日程変更について事務
局から提案があり、承認しました。

　　　当初、11月の開催予定でしたが、２月に変更
します。候補日として、２月９日㈪と16日㈪で
松山全日空ホテルを仮押さえしています。次回、
決定いたしますので、皆様、両日ともご予定く
ださい。

４）障害者問題全国交流会in愛媛の実行委員長につい
て、服部豊正代表理事から代表理事・本部長会
議案の提案があり、承認されました。

　　　実行委員長：北野賢三さん（愛媛同友会　障
がい者委員長）承認を受けて、北野さんから決
意表明がなされました。

協議事項

　「市場をどう作るか」というテーマで、服部豊正 
代表理事から問題提起をいただき、グループ討論を
行いました。

【問題提起のポイント】
①紙市場は縮小しつつある。日本は小売の力が強

すぎ、メーカーが価格決定権を持てない。良い
商品を適正価格で販売したい。そのために海外
市場を視野に入れた市場開拓を進めている。実
際に、アメリカでは「環境」をテーマとする商
品が好感触。

②一方で、海外への輸送コストは高く、また国
内市場においても消費地から遠い四国中央市
は不利。そこで、愛媛パルプ協同組合とアイ
ネット㈱の社長会を定期開催し、全員で知恵
を出し合って再生紙を使った新商品の開発に
取り組んでいる。価値観を共有し、ライバル
からパートナーとして共に歩んでいる。

③服部製紙㈱では、長年続けてきたが不採算部門
であったトイレットペーパーとティッシュペー
パーの生産から撤退した。現在は化粧関係や清
掃用紙製品に絞り、利益が出ている。

④アイネット㈱では、安定した収入源として、倉
庫と工場の屋根に太陽光発電パネルを設置。す
べて売電することで、利益が上がっている。

⑤私が目指すのは、社員が「ここで働いてよかっ
た」を感じられる会社。社員の人生を預かって
いる以上、退職までやりがいを持って働いても
らえる会社を作りたい。

その他

１）鎌田哲雄 専務理事から、服部豊正 代表理事の問
題提起を受けた感想が述べられました。

　　①危機感を持って情勢認識を行い、生き残る戦
略として様々な取り組みをされていることに
励まされました。

　　②改めて、価値観を共有し、ライバルからパー
トナーとして共同で取り組んでいくことの大
切さを学びました。

　　③社員が「一緒に、この会社で働けてよかった」
と退職する時に実感できる会社が同友会の目指
す会社であり、服部さんがそのことを目指して
いることに改めて共感しました。

　　④時間がたつのは早い。若手経営者には、まさ
に今、何かに取り組むという姿勢を持ってほ
しい。

２）鎌田哲雄 専務理事から、愛媛同友会30周年記念
についての提案がありました。

10周年：①アメリカ ピッツバーグ視察
　　　　②記念式典・講演
　　　　③社員による中小企業論文…等々を

実施
20周年：「愛媛ジャーナル」誌上で記念対談を実施

　　　今後、代表理事・本部長会議で叩き台を作っ
て理事会に提案します。

３）村松つね 女性委員長から、女性委員会例会の案
内がありました。

日時：９月28日㈰　14時～16時
会場：ひめぎんホール別館　第11会議室
参加費：２千円
講師：喜田寛氏（㈱喜田寛総合研究所　代表

取締役）

閉会挨拶：田中正志

　今日の理事会では服部さんの問題提起を受けてグ
ループ討論ができ、経営者として学べる理事会であ
り、得をしたと同時に原点を学ぶことができました。
今後も、各支部・地区会の幹事会に持って帰れるよ
うな理事会にしていきましょう。鎌田さんから提案
があったように、来年度で愛媛同友会は30周年です。
私たちが何をすべきか、代表理事・本部長会議で協
議を進めます。皆さんのご協力を、よろしくお願い
します。





重信店（フジグラン重信内）・松山店（フジグラン松山内）
松前店（エミフルＭＡＳＡＫＩ内）・新居浜店（フジグラン新居浜内）
葛島店（フジグラン葛島内）・野市店（フジグラン野市内）

垣生店（パルティフジ垣生内）・砥部店（パルティフジ砥部内）

とんび家

おかず村

〒791－0216  東温市野田３丁目８－５
ＴＥＬ・ＦＡＸ 089－964－0313

マキフーズ有限会社


